
 

   

Ｑ4. 長男の子（孫）を生命保険金の受取人とした保険契約があります。この場合、保険契約者及び被保険者である祖父が死亡した場合、孫が生命保険金を受け取ることにな

りますが、相続税の課税関係はどのようになりますか。 

 

【答え】 

 

① 孫は相続人ではないため、生命保険金の非課税規定の適用を受けることはできない。また、相続税額の2割加算の適用を受けることになるが、それ以外の不利益な取扱い

は受けない。 

 

② 上記①以外にも、孫は生命保険金を祖父から遺贈によって取得したものとみなされ、祖父から生前贈与を受けていた場合で加算対象期間内の贈与については相続財産に加

算される。さらに、そのことなどによって祖父の相続人の相続税の課税価格も増えることになり、共同相続人の相続税も重くなる。 

 

 

【解答】 

②が正しい。 

 

【解説】 

相続人でない孫を死亡保険金の受取人とすると、孫は、生命保険金の非課税規定の適用を受けることができません。また、配偶者及び一親等の血族（代襲相続人となった孫（直系

卑属）を含みます。）以外の者に該当し、相続税額の２割加算の対象者となります。さらに、孫が相続又は遺贈により財産を取得したこととなるため、その被相続人から相続開始前３

年（令和6年１月１日以後の贈与から７年）以内に贈与を受けていた場合には、生前贈与加算の対象にもなります。 

 そのため、孫が受け取った生命保険金には非課税規定の適用がなく、遺贈を受けた孫の相続税が2割加算となるだけでなく、生前贈与加算が行われることになると、他の共同相続

人の相続税も高くなります。 
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